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佐倉市観光グランドデザインの目的と位置づけ 
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1－1 グランドデザイン策定の目的 

 

本市は歴史・自然・文化といった旧来から根付いている観光資源があり、ま

た、都心や成田空港からの交通利便性にも恵まれ、約 140 万人（平成 30 年）

の観光客が本市を訪れています。 

しかしながら、今後は少子高齢化や人口減少による社会環境が変化していく

中で、イベント等による一過性の観光客増加の取組だけではなく、長期的な戦

略に基づく効果的かつ効率的に、観光客を増加させる取組が求められています。 

政府は、訪日外国人旅行者数と旅行消費額の目標を、2020 年に 4,000 万人

8 兆円、2030 年に 6,000 万人 15 兆円としており、本市としても訪日外国人旅

行者を戦略的に取り込み、地域経済の活性化に繋げていく必要があります。 

また、観光のマーケットニーズも目的やテーマを持った新しい観光スタイル

へと変化していることから、新しいニーズを積極的に取り込み、新しい価値を

提案していく必要があります。 

このような社会経済情勢等を踏まえ、本市に不足していた観光に関する長期

的なビジョンや総合的な戦略を策定することにより、通年型の観光地づくりを

推進し、地域経済の活性化、地域文化の維持・発展、新規事業者の流入による

雇用増、ひいてはシビックプライド＊2の醸成に向け、新たに【佐倉市観光グラ

ンドデザイン】を策定しました。 

 

目標年 2020 年 2030 年 

訪日外国人旅行者数 4,000 万人 6,000 万人 

訪日外国人旅行消費額 8 兆円 15 兆円 

地方部での外国人延べ宿泊者数 7,000 万人泊 1 億 3,000 万人泊 

外国人リピーター数 2,400 万人 3,600 万人 

日本人国内旅行消費額 21 兆円 22 兆円 

                 資料：明日の日本を支える観光ビジョン 

 

 

＊1 域内で生み出された所得がどの程度域内に還流しているか示す指標（所得への分

配÷所得からの支出）。 

＊2 市民が、自分の住んでいる、もしくは、働いている都市に対して「誇り」や「愛

着」を持ち、自らもこの都市を形成している１人であるという認識を持つこと。 

第１章 佐倉市観光グランドデザインの目的と位置づけ 
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1－2 グランドデザインの策定にあたり 

 

本グランドデザインの策定にあたり、平成 29 年度佐倉市議会意見交換会報

告書＊3 を参考にするとともに、各種産業界へのヒアリングや意見交換会を佐

倉市観光協会と共に実施しました。 

また、観光で来訪された方々からのアンケートや市民からの貴重なご意見を

基に策定しました。 

 

意見交換及びヒアリング実施 

    交通事業者 14 社、旅行会社 2 社、金融機関 4 社、観光事業者 13 件、 

関連組織 32 組織、宿泊施設 52 社、農業関係者 6 名、商店会 4 件、 

商店 16 店舗、飲食店 14 店舗、一般企業 35 社、その他、寺院等  

合計 244 組織 469 名 

アンケート回収（平成 30 年度） 

   ・市内イベント開催時：チューリップフェスタ、花火フェスタ、秋祭り 

          時代まつり、佐倉城址のさくら 

   ・市外イベント開催時：東京スカイツリー及び KITTE 

   ・その他：サイクリストアンケート、日本遺産来訪者アンケート 
 

＊3 市議会議員と市内観光事業者による観光振興をテーマにした意見交換会（平成 29 年

11 月 18 日開催）。 

 

 

1－3 グランドデザインの位置付け 

     

本市の観光グランドデザインの基本的な考え方と、上位計画である第５次佐

倉市総合計画や関連する諸計画との整合性を図ります。 

 

             

  

                              

                       

                            

                              

                        

                              

                           

                    

上位計画 

第 5 次佐倉市総合計画 

第 2 次佐倉市 

産業振興ビジョン 

 

 

 

 

 

 

佐倉市景観計画 

佐倉市農業振興整備計画 

【国：関連法令・計画】 

・観光立国推進基本法 

・観光立国基本計画 

・明日の日本を支える観

光ビジョン 

【県：関連法令・計画】 

・千葉県観光立県の推進

に関する条例 

・観光立県ちば推進基本

計画 

佐倉市 

観光グランド 

デザイン 
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1－4 グランドデザインの期間 

      

本グランドデザインの期間は、第５次佐倉市総合計画と合わせ、令和 2

（2020）年度から令和 13（2031）年度までの 12 年間とします。 

なお、期間内において適切な進捗管理、また、社会経済情勢などの変化に

より必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西暦（年度） 2020 ～ 2031

令和（年度） 2 ～ 13

第５次佐倉市総合計画

第２次佐倉市産業振興ビジョン

佐倉市観光グランドデザイン
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佐倉市を取り巻く環境 
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2－1 佐倉市の観光事業における現状と課題 

 

国の調査・報告（『観光白書』等）や、推進会議における意見交換、市内外

の観光事業者・団体はじめ各種産業界へのヒアリング等から、観光を取り巻く

現状と課題を抽出し、以下のとおり整理しました。 

（第７章 資料編（52 頁～74 頁）も併せてご参照ください。） 

 

 

（１）低い地域経済循環率 

資料 1～4（52 頁～53 頁）、資料 13～21（60 頁～65 頁） 

  本市の地域経済循環率は 70.5％（2013 年）と極めて低く、市内から地域

外への民間消費額の流出は 301 億円であり、県の平均を大きく下回ってい

ます。様々な要因が複合的に合わさった結果ではありますが、観光の観点で

は、市民の市外での消費が多いことや市外から訪れた人が市内で消費してい

ないこと等が考えられます。また、市内各所における観光客 34,508 人の滞

留時間を調査した結果（2017 年）、1 時間未満の観光客が全体の約 4 割を占

めており、滞在時間が短く、観光が消費に繋がっていない状況です。 

このため、市内を訪れた観光客の消費を促進する施設の整備や体験プログ

ラムの開発、滞在時間を延ばすための回遊性向上策が必要です。 

 

推進会議や観光事業者・団体等へのヒアリング等での意見 

・コト消費への対応が必要（芋掘り等の農業体験、着物・侍体験等）。 

・1 週間程度滞在するビジネス目的（市内工業団地）の外国人がいる。飲

食や体験等の消費場所があれば、休日は佐倉で遊んでくれる。 

・国立歴史民俗博物館や DIC 川村記念美術館に来ても市内で消費しない。 

食事場所は良く聞かれるが、答えるのに困っている。 

・土産品を売れるような観光拠点や団体客を受け入れられる飲食店が必

要（道の駅等）。 

・古民家カフェが１軒あっても点では意味が無い。面にならないとお客さ

んは増えない。古い建物が多く、活用すれば近隣市から人が来る。飲食

店が一番の近道ではないか。 

 

 

第２章 佐倉市を取り巻く環境 
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自治体 佐倉市 成田市 香取市 千葉県 

地域経済循環率（％） 70.5 125.9 66.6 84.1 

民間消費額における 

地域外からの流出入（億円） 
△301 2,243 467 4,158 

資料：RESAS（2013 年） 

 

 

 

 

 

 

（２）恵まれた立地条件  資料 22～27（66 頁～70 頁） 

本市は、近隣に 164 万人超のマーケットを有し、また、都心からのアクセ

スも良いことから、気軽に訪れることができると想定されるターゲットは豊

富と考えられます。 

近接する成田国際空港は、世界 118 都市、国内 19 都市と結ばれており

（2018 年 7 月現在）、2018 年に入国した訪日外国人観光客数は 856 万人を

超えています。また、国内 LCC＊3の就航に伴い、国内線旅客数も 2017 年に

は 746 万人を超え名実ともに日本の空の玄関口となっています。 

  しかしながら、上記のような恵まれた立地条件が十分に活かされておらず、

観光客の増加に繋がっていない状況です。立地条件に基づきターゲットを明

確化し、それぞれの観光客の特性に合わせた施策を行うことで、観光客の誘

客を図る必要があります。 

 

推進会議や観光事業者・団体等へのヒアリング等での意見 

・志津、ユーカリ方面をターゲットにすることは良いと思う。上り方面に

目がいきがちで、佐倉のことを知らない人も多い。 

・都心をターゲットにすることは良いと思う。都心で働く千葉県民も多

い。 

・今後も外国人観光客は増えるため、取り込むことが必要。 

・訪日外国人は個人旅行が増加する。個人旅行は電車やバスを利用する。

佐倉にとってはプラス要因になる。 

 

 

 

 

〇古民家の有効活用（城下町地区） 

〇ふるさと広場の拡張検討（印旛沼周辺） 

〇二つの核をつなぐ多様なルートの整備 

〇ターゲットごとの体験プログラムの開発 

現状・課題を踏まえ、

今後取り組むべきこと 
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◆主要空港別入国外国人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：法務省「主要港の入国外国人数」 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ニューツーリズム＊4の進展  資料 5～9（54 頁～57 頁） 

  旅行者の動向として、従来の物見遊山の観光旅行から目的やテーマを持っ

たニューツーリズムへとマーケットニーズが変化してきていることから、観

光庁では、国内外の観光客に新たな地域への来訪動機を与え、地方誘客を図

ることを目的に、平成 28 年度より「テーマ別観光による地方誘客事業」に

取り組んでいます。 

本市は、ふるさと広場等の花の名所や印旛沼サイクリングロード、草ぶえ

の丘（農園やシェアハウス）等の観光資源を有しており、今後トレンドとな

るニューツーリズムと組み合わせ、取り込んでいくことで誘客を図る必要が

あります。 

   

 

 

 

 

 

 

      資料：観光庁 WEB サイトをもとに（公財）日本交通公社作成 

493 
611 

682 
763 

856 

175 
248 

326 374 408 

0
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1,000

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

（万人）

成田空港 羽田空港 中部空港 関西空港

〇近隣市民に向けた PR活動の促進 

〇企業研修、大学のサークル・ゼミ合宿、スポー

ツ合宿等の誘致 

〇市の特性にあった国・地域の特定及び PR 

現状・課題を踏まえ、

今後取り組むべきこと 

百年料亭

2018年

Industrial Study Tourism （産業訪問）
ONSEN　・　ガストロノミーツーリズム

郷土食探訪～フードツーリズム
宙ツーリズム

ロケツーリズム

2017年

アニメツーリズム
古民家等の歴史的資源

サイクルツーリズム
全国ご当地マラソン

日本巡礼文化発祥の道
忍者ツーリズム

2016年

エコツーリズム
街道観光

酒蔵ツーリズム
社寺観光　巡礼の旅

明治日本の産業革命遺産
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資料：観光庁平成 30 年版観光白書 

 

 

 

 

 

 

 

（４）低い市外からの認知度  

資料 10～12（58 頁～59 頁）、資料 28～29（71 頁～72 頁） 

平成 30 年度に都内（「東京スカイツリー」及び「KITTE」）で実施したイ

ベントの来訪者に対するアンケートでは、65％の人が「本市を知らない」も

しくは「本市に行ったことがない」と回答しており、認知度は低い状況です。

本市に訪れてもらうためには、旅行先の決定の際の選択肢に入る必要がある

ことから、認知度の向上を図る必要があります。 

  また、日本国内における SNS の利用者は年々増加しており、2018 年末に

は 7,523 万人に達し、国内ネットユーザーの約 75％が SNS を利用している

状況です。SNS の普及により、SNS で知り得た情報を基に旅行先やものの

購入を決定する人が増えてきており、スマートフォンが交流ツールから情報

〇フラワーツーリズムの促進 

〇サイクルツーリズムの促進 

〇グリーンツーリズムの促進 

〇スポーツツーリズムの促進 

現状・課題を踏まえ、

今後取り組むべきこと 

人気テーマ

「 

新しいツーリズム 

エコツアー 

世界遺産巡り 

ロングステイ 

ホテルステイ 

武将観光 

産業遺産観光 

アニメツーリズム 

農業体験 

ジオツーリズム 

環境にやさしい 

都市観光 

町並み散策 

温泉旅行 
自然観光 

グルメ 
歴史・文化観光 
テーマパーク 
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行ったことがあ

り、知っていた

34%

行ったことはないが、

知っている 24%

行ったことはあ

るが、よく知ら

ない 7%

名前だけ知って

いた 20%

まったく知らな

かった 14%
無回答 1%

「東京スカイツリー」及び「KITTE」におけるア

ンケート結果 N=547

ツールへと変化してきています。 

このため、SNS をはじめとする ICT＊5 を活用した情報発信を行うととも

に、旅行会社等への直接的なアプローチを強化し、認知度を高めていく必要

があります。 

 

推進会議や観光事業者・団体等へのヒアリング等での意見 

・ポスターやチラシの配布先が偏っている。市外、県外、市内の店舗への

配布も検討が必要。 

・飲食店を含めた佐倉市全体の観光マップが欲しい（「ぐるっとちば」、「る

るぶ」等）。 

・観光に特化した HP が必要（外国語対応、飲食店の掲載等）。 

・海外からのお客様は SNS を見て来ている。 

・女性と子供は情報が早い。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：シティプロモーション（平成 30 年） 

 

 

 

 

 

 

 

〇県や他自治体、観光協会等と連携したキャンペ

ーン期間の設定 

〇SNS やアプリ、動画を活用した情報発信の促

進 

〇宿泊施設や旅行会社への営業強化 

現状・課題を踏まえ、

今後取り組むべきこと 
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（５）繁閑の差が激しい観光施設  資料 30（73 頁） 

ふるさと広場の来場者は、花が咲いている 4 月、7 月、10 月の 3 か月間

に、年間来場者の 50％以上が来場しています。また、草ぶえの丘の来場者

は、バラが咲いている 5 月及び幼稚園等の遠足シーズンの 10 月の 2 か月間

に年間来場者の 40％が来場しています。閑散期に誘客を図ることで、効果

的に観光客の増加に繋げられることから、施設の充実の検討や企業研修等の

繰り返し訪れるターゲットに対する PR を促進する必要があります。 

 

◆ 佐倉ふるさと広場観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 佐倉草ぶえの丘観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：産業振興課作成 
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〇ふるさと広場の拡張検討 

〇企業研修、大学のサークル・ゼミ合宿、スポー

ツ合宿等の誘致 

〇繁閑の差を意識したキャンペーン期間の設定 

現状・課題を踏まえ、

今後取り組むべきこと 



 

 

- 12 - 

（６）関係機関との連携不足  資料 31（74 頁） 

   市内外の観光事業者・団体等へのアリング等において、「観光協会や商工

会議所と市の連携が不足している」「交通事業者や宿泊事者等の観光事業者

と市との連携が不足している」「市民も観光に参画できる仕組みが必要」と

いった意見が多数ありました。 

このため、観光協会や商工会議所、交通・宿泊事者等の観光事業者、国、

県、周辺自治体等、関係する事業者との連携を強化することで、施策をより

強力に進めていく必要があります。また、市民も観光に参画し、住んでいる

まちに誇りと愛着を持つことができる施策に取り組む必要があります。 

 

推進会議や観光事業者・団体等へのヒアリング等での意見 

・イベント等において市、観光協会、商工会議所で連携を密にしてほしい。 

・鉄道やバス等の交通事業者との連携が必要（誘客の取り組み、回遊性・

利便性の向上等）。 

・おもてなしが不足。お客様に楽しんでもらおうという視点が欠けている

（イベントの日程がわかりづらい。イベント時にごみ箱がない、トイレ

がわからない等）。 

・資源（観光スポットやイベント等）が面になっていない。繋げるために

も様々な団体で連携することが必要。 

・市民も観光に参画できる仕組みが必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊4 従来型の観光旅行ではなく、テーマ性の強い体験型の新しいタイプの旅行とその旅行  

システム全般を指す。 

＊5 「Information and Communicaion Technology」の略称。 

〇市内、成田、千葉等の宿泊・交通事業者との連携 

〇旅行会社との連携 

〇市民参画型観光事業の検討・実施 

〇観光協会、商工会議所との連携強化 

現状・課題を踏まえ、

今後取り組むべきこと 
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2－2 SWOT 分析から見る佐倉市 

 

本グランドデザインの策定に際し、SWOT 分析を行った。 

 
強み（Strengths） 

【アクセス】 

◎成田国際空港から約 20 分 

◎都心から約 60 分 

【観光資源】 

◎城下町周辺…佐倉城址公園、旧堀田邸・さくら庭園、武

家屋敷、武家屋敷通り、順天堂記念館、古民家、新町通り、

ひよどり坂、麻賀多神社、寺、坂道、おはやし館 

◎歴史的なストーリー（日本遺産・城下町・侍・オランダ） 

○著名人…長嶋茂雄、荻野目洋子、バンプ・オブ・チキン 

◎印旛沼周辺…ふるさと広場、サンセットヒルズ、草ぶえ

の丘、野鳥の森、貸し農園、夕日・朝日、自然、カヌー、

サイクリングロード、レンタサイクル、弱虫ペダル） 

◎花・新緑・紅葉…佐倉城址公園、佐倉ふるさと広場、バ

ラ園、DIC 川村記念美術館、佐倉ラベンダーランド    

〇スポーツ…岩名運動公園（長嶋茂雄記念岩名球場、テニ

スコート）、金メダルロード（マラソン） 

〇文化施設（国立歴史民俗博物館、ＤＩＣ川村記念美術館・

庭園、市立美術館、塚本美術館） 

【主なイベント】 

フラワーフェスタ、花火フェスタ、秋祭り、時代まつり、

くさのねフェス、にわのわ、まちのわ、健康マラソン 

【食・物産】 

○土産品…佐倉茶、味噌、地酒・地ビール、お菓子（蔵六

餅、房総ぼっち、チューリップサブレ）きのこ、ピーナッ

ツ、北総サイダー、ソース、ソフトクリーム 

〇カフェ・雑貨（市民のおすすめ箇所など参照） 

〇農業…豊富な農産物（大和芋、トマト）、農産物直売所

（マルシェかしま、草ぶえの丘）、貸し農園、果物狩り 

弱み（Weaknesses）  

【ハード】 

◎文化施設、古民家、公園の活用が充分でない 

〇道路…坂道が多い、歩道や車道が狭い、一方通行 

〇交通状況…渋滞が多い、踏切が多い 

〇観光資源が点在、二次交通の不足 

〇駐車場が少ない…自家用車、大型バス 

○少ない宿泊施設 

〇団体向けレストランや大型集客施設の不足 

〇景観…駅前、歴史的景観、電柱、看板、自動販売機 

〇ストーリーの活用 

〇看板…インバウンド、回遊性 

○魅力のない観光施設（おはやし館） 

【ソフト】 

◎低い地域経済循環率 

◎認知度が低く観光地としてのイメージが無い 

◎市全体として観光に対する理解度が低い 

〇夜間対応のエンターテイメントが無い 

〇日曜日・祝日クローズの店舗、観光施設 

〇観光産業の不足、観光人材の不足（リーダーシップ） 

〇連携不足…市役所内、各官庁、観光関係団体、広域の

協議会、商店街、ガイド、市民 

〇体験プログラムの不足 

〇コンセッション等の民間活用 

〇名産品の不足…佐倉＝○○ 

〇情報発信…ICT、SEO 対策、バズマーケティング 

〇近隣集客拠点からの直通バスが無い 

○国・県の補助金の活用 

○市内観光データの不足 

機会（Opportunities） 

【アクセス】 

○圏央道・外環道の開通 

○ＢＢ.ＢＡＳＥの停車 

○旅行における列車利用割合の増加（若年層の車離れ） 

○LCC の増加 

【インバウンド】 

〇外国人観光客の増加とリピーターの地方進出 

○成田空港の発着枠の拡大、トランジット客の増加 

【県・国の動向】 

〇国…地方創生への支援体制確立、観光立国推進基本計画 

○県…医療ツーリズム、インセンティブ誘致、MICE、ユ

ニークベニュー、教育旅行、第 3 次観光立県推進基本計画 

【国内マーケット】 

〇シニア層増加による「歴史・文化」「神社・仏閣・城の

観光」を目的にする旅行者の増加 

○FIT の増加、一人旅行の増加 

○シェアリングエコノミーの進展 

○新しいツーリズム、旅行スタイル…アニメツーリズム

（聖地巡礼）、武将観光、農業体験、産業観光、エコツー

リズム、ヘルスツーリズム、町並み散策、都市観光 

【技術進歩】 

○ICT の普及、AI の発達 

○自動運転、ＭＲ（VR・AR）の進化 

○決済システムの変化（キャッシュレス、仮想通貨） 

脅威（Threats） 

〇新幹線や高速道路の開通、LCC 就航によるライバル地

域の増加 

〇近隣自治体との競争（佐原・成田） 

〇東京 2020 後の外国人旅行客の減少 

○目の肥えた外国人の出現（日本人並の目利き） 

〇景気低迷 

〇税収の低下 

〇全国的な人口減少、少子高齢化 

○定住人口の減少 
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サムライの古径（こみち） ひよどり坂 
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第３章 
 

 

 

 

 

 

佐倉市観光グランドデザインの目指す姿 
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3－1 基本理念 

 

 本市は、歴史的・文化的資源や恵まれた自然があり、また、都心や成田空港

からの交通利便性にも恵まれていますが、本市を訪れる観光客は約 140 万人

（平成 30 年）であり、ポテンシャルはあるものの、十分にその資源が活かさ

れていない状況です。 

 今後更に少子高齢化が進行し、人口減少により、国内の旅行市場の縮小も予

想されていますが、千葉県の平均よりも大幅に低い地域経済循環率を高めるた

めにも、国内外の観光客の誘客はもとより、市内や近隣市からの交流人口増に

よる観光消費の喚起策が必要となります。 

このような状況の中で、持続的に観光を推進し、市民が誇りを持ち魅力ある

まちを実現するため、歴史（文化含む）・自然を活かした観光振興に取り組ん

でまいります。 

また、今後はそれぞれの施策をこれまでとは違う視点で推進し、国内外に向

け発信していく必要があります。 

そのためには、市・観光協会・関係機関・市民が連携した観光振興への取組

が求められ、まち全体で地域の PR や知名度の向上を通して市民の愛着を形成

していくことが必要です。 

以上を踏まえ、本グランドデザインにおいて、具体的に取り組む施策の基本

理念を次のように定めます。 

 

 

 

 

歴史の趣き、自然の恵み 

『となりの観光地・佐倉』 

～気軽に、繰り返し、楽しめるまち～ 

 

 

基本理念 

第３章 佐倉市観光グランドデザインの目指す姿 
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3－2 基本方針 

   

本市の地域特性や観光の現状及び基本理念を踏まえた上で、観光グランドデ

ザインの実現に向けた基本方針を次のように定めます。 

 

 

基本方針① 観光消費を喚起する取組推進『観光 W コア構想』 

消費に繋がる二つの核となる城下町地区と印旛沼周辺の観光拠点を整備

するとともに、消費を拡大するため、それらをつなぐインフラの整備等、

滞在時間を延ばす取組を推進します。 

 

 

基本方針② 明確な【ターゲット】戦略 

３つのとなり【（市内・近隣市）（都心）（インバウンド）】をキーワードに 

ターゲットを明確化し、それぞれの観光客の特性に合わせた施策を行いま

す。 

 

 

基本方針③ 観光客来訪のシステム化 

企業研修や各種合宿等を誘致するとともに、今後トレンドになると思われ

るニューツーリズムを本市の潜在的なコンテンツと融合し、新たな観光ス

タイルを提案することで、誘客・リピートのシステム化を目指します。 

 

 

基本方針④ 戦略的な情報発信と営業強化 

 関係機関と連携した情報発信を行うため、年間スケジュールを策定し、

SNS 等の ICT を駆使した情報発信を行います。また、宿泊施設や旅行会

社等への直接訪問や商談会への参加等を促進します。 

 

 

基本方針⑤ 関係機関等との連携強化 

 様々な取組を円滑に進めるため、交通・宿泊事業者をはじめとする民間事

業者や県、周辺自治体等のあらゆる関係機関と情報や施策の連携を 

「Win-Win」の視点から推進します。 

 

 



 

 

- 18 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

- 19 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 
 

 

 

 

 

 

佐倉市の観光施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

- 20 - 

 

 

4－1 施策体系 

                            

基本方針① 観光消費を喚起する取組推進 『観光Ｗコア構想』     

 

 

取組 1 古民家の有効活用（城下町地区） 

・旧今井家住宅の集客・消費施設への 

活用検討 

  ・旧平井家住宅の集客・消費施設への 

活用検討 

取組 2 ふるさと広場の拡張検討（印旛沼周辺） 

  ・消費につながる施設の検討 

  ・年間を通じて集客可能な施設の検討 

  ・水辺活用の検討 

 

 

取組 3 二つの核をつなぐ多様なルートの整備 

    ・自動車…田町バイパスの早期開通に 

向けた取組の促進 

  ・自転車…サイクリングロードの整備 

       やレンタサイクルの充実 

  ・船…観光船の航路延伸、船着き場の 

整備 

  ・バス…バス路線の拡大や増便の検討 

  ・鉄道…仮設江原台駅設置の研究 

    取組 4 消費や投資を促進する景観整備 

取組 5 MaaS*6導入の検討 

取組 6 ターゲットごとの体験プログラムの開発 

取組 7 新図書館を核とした回遊性の向上 

取組 8 印旛沼周辺施設のネットワーク化 

取組 9 アルベルゴ・ディフーゾ*7を参考にした 

              まちづくりの検討（城下町地区） 

 

施策（2） 

滞在時間延長に

よる消費拡大策 

施策（1） 

二つの核となる 

観光拠点整備 

 

城下町地区 

印旛沼周辺 

第４章 佐倉市の観光施策 
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取組 10  歩いて巡るための環境整備 

取組 11  駐車場の整備と有料化の研究 

取組 12  パーク＆ライド*8の研究 

             取組 13  新町通りにおける交通円滑化方策の研究 

取組 14  観光案内所の充実 

             取組 15  観光案内看板の充実 

取組 16  公衆トイレの整備 

    取組 17  ポケットパーク等の整備検討 

取組 18  駅前環境の整備検討 

 

 

取組 19  「Y.M.O.*9」の活用 

取組 20 新たな食事・菓子商品や土産品の開発 

取組 21 伝統工芸の調査・研究 

             取組 22 旧増田家住宅の活用検討 

             取組 23 ホテル誘致の可能性研究 

 

 

基本方針② 明確なターゲット戦略                      

     

 

             取組 24 市内西部地区をはじめとする市民への 

情報提供 

取組 25  近隣市民に向けた PR 活動の促進 

              取組 26 近隣から市内へのバスツアーの誘致 

                

  

             取組 27 企業研修、大学のサークル・ゼミ合宿、 

スポーツ合宿等の誘致 

             取組 28 東京 23 区内における PR イベントへの 

参加等の促進 

             取組 29 日本遺産「北総四都市江戸紀行*10」と 

一体となった PR 活動 

  

 

 

施策（1） 

まちのとなり 

施策（4） 

その他 

消費拡大策 

施策（3） 

快適なまち歩き 

空間の創出 

施策（2） 

都心のとなり 
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             取組 30 市の特性にあった国・地域の特定 

             取組 31 施策 30 において特定した国や地域への 

重点的な PR 活動 

取組 32 市内、成田、千葉等の宿泊事業者との 

連携 

取組 33 市内、成田、千葉等の交通事業者との 

連携 

取組 34 訪日外国人の受入環境の整備 

取組［再掲］日本遺産「北総四都市江戸紀行」と 

一体となった PR 活動 

 

 

取組 35 関係機関と連携した継続的な情報収集 

              取組 36 収集した観光客動向データの分析 

     取組 37 ターゲットごとのモデルコースの設定 

              取組［再掲］ターゲットごとの体験プログラムの 

開発 

 

 

基本方針③ 観光客来訪のシステム化                     

 

 

             取組［再掲］企業研修、大学のサークル・ゼミ合宿、 

スポーツ合宿等の誘致 

取組 38 成田空港トランジット&ステイプログラ 

ム＊11への参画検討 

             取組 39 千葉国際コンベンションビューローと 

連携したアフターコンベンション＊12 

誘致 

取組 40 定例イベントの充実 

             取組 41 施設入場者のリピート促進 

 

 

 

 

 

施策（3） 

成田空港の 

となり 

施策（1） 

誘客、リピート

のシステム化 

施策（4） 

観光客の 

動向把握 
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取組 42 フラワーツーリズムの促進 

         取組 43 サイクルツーリズムの促進 

   取組 44 グリーンツーリズムの促進 

取組 45 スポーツツーリズムの促進 

取組 46 「聖地巡礼」の促進 

             取組 47 エコツーリズムの促進 

         取組 48 産業観光の促進 

取組 49 日本遺産を活用した教育旅行の促進  

 

 

 基本方針④ 戦略的な情報発信と営業強化                    

 

    

    取組 50 県や他自治体、観光協会等と連携した 

キャンペーン期間の設定 

  取組 51 繁閑の差を意識したキャンペーン期間 

の設定 

          

 

取組 52 SNS やアプリ、動画を活用した 

情報発信の促進 

取組 53 ホームページの充実 

取組 54 口コミやブログを活用した情報発信の 

促進 

取組 55 SEO＊13対策を意識した情報発信の促進 

 

 

  取組 56 宿泊施設や旅行会社への営業強化 

 取組 57 ターゲットへの営業強化 

  取組 58 商談会への積極的な参加 

 

                 

 

 

 

 

施策（3） 

ターゲットへの 

営業強化 

施策（1） 

年間計画の策定 

施策（2） 

ICT を活用した 

情報発信 

施策（2） 

ニューツーリズ

ムの促進 
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  基本方針⑤ 関係機関や市民との連携強化                

 

                 

              取組（再掲）市内、成田、千葉等の宿泊事業者 

との連携 

          取組（再掲）市内、成田、千葉等の交通事業者 

との連携 

取組 59 旅行会社との連携 

         

 

取組 60 市民に向けた観光情報の提供 

取組 61 まちぐるみでの情報発信の促進 

取組 62 市民カレッジ＊14等と連携した観光講座 

の開催 

取組 63 市民のおもてなしマインドの醸成 

取組 64 市民参画型観光事業の促進 

取組 65 観光ガイドの養成 

取組 66 市民イベントへの支援  

 

    

取組 67 観光協会、商工会議所との連携強化 

取組 68 他行政機関との連携強化 

取組 69 その他関係機関との連携強化 

取組 70 直営施設における指定管理者制度の 

活用検討 

取組 71 民間活力を最大限活用した 

施設管理方式の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策（3） 

その他関係機関

や民間事業者 

との連携強化 

施策（1） 

交通事業者・ 

宿泊事業者等 

との連携 

施策（2） 

市民参画の促進 
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＊6 ICT を活用して交通をクラウド化し、マイカー以外のすべての交通手段によるモビリ

ティ（移動）を 1 つのサービスとして捉え、シームレスに繋ぐ新たな「移動」の概念。 

＊7 起源はイタリアで、日本語で分散型宿泊施設。まちの広場を【ロビー】、通りを【廊

下】、家々を【客室】のように、まち全体を一つの宿泊施設に見立てたまちづくり。

日本では兵庫県城崎、東京都谷中が有名。 

＊8 最寄りの駐車場まで自動車でアクセスし、公共交通機関に乗り換え目的地まで移動す

る方法。 

＊9 「佐倉 Y.M.O.プロジェクト」の略称。本市が誇る３つの地域資源、大和芋・味噌・お

茶を食材に使用した商品・メニューが、市内 17 店舗で販売されている。 

＊10 平成 28（2016）年に、佐倉・成田・佐原・銚子の四都市が、「北総四都市江戸紀行・

江戸を感じる北総の町並み」-佐倉・成田・佐原・銚子:百万都市江戸を支えた江戸近

郊の四つの代表的な町並み群- として日本遺産に認定された。 

＊11 成田国際空港における乗り継ぎ客や周辺の宿泊者に対し、気軽に空港周辺の観光が

できる空港発着ツアーを用意するプログラム。 

＊12 見本市・シンポジウム・博覧会等、コンベンション後の催しや懇親会。 

＊13 「Search Engine Optimization」の略称で、検索エンジンに向けて Webサイトを最適

な状態に近づけることを意味し、インターネット検索結果で、自社サイトの上位表示

やより多くの露出を目的としている。 

＊14 健康で生きがいを持ちながら郷土愛を育み、地域の中で連帯を持ちながら住みよい

まちづくりを考え行動する主役として、共に学び行動する仲間づくりと、生涯を通し

た学習活動を支援することを目的に開設されている４年制の市民大学。 
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4－2 施策内容 

 

基本方針① 観光消費を喚起する取組推進 『観光Ｗコア構想』        

 

施策（１）二つの核となる観光拠点整備 

 低い地域経済循環率を改善するため、歴史的な観光資源を有する城下町地区

周辺及び自然を有する印旛沼周辺に、集客・消費の核となる観光拠点を整備し

ます。 

 

取組 取組内容 

取組１ 

古民家の有効活用 

（城下町地区） 

 

市が所有する国の登録有形文化財である旧今井家住

宅、旧平井家住宅をはじめとする古民家について、

集客のみならず、飲食、宿泊、物販などの消費を促

す施設への活用を図ります。また、活用によるプラ

スの効果が周辺地域に波及する仕組みを検討しま

す。 

 

取組２ 

ふるさと広場の拡張検

討 

（印旛沼周辺） 

 

ふるさと広場を中心として、印旛沼の水辺と一体的

な整備を図り、観光客や市民が年間を通じて訪れ楽

しめる公園造成等を検討します。また、飲食、物販

などの消費を喚起する魅力的な空間創出施設の整備

を検討します。 
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施策（２）滞在時間延長による消費拡大策 

各観光資源をつなぎ、回遊性を高めることで、観光客の滞在時間延長を図り

ます。城下町地区においては、歴史の趣きを感じられる旧城下町としての町並

みを整備します。印旛沼周辺においては、ふるさと広場を観光拠点として周辺

施設をネットワーク化し、自然の恵みを感じられる空間とします。 

 

取組 取組内容 

取組３ 

二つの核をつなぐ多様

なルートの整備 

城下町地区と印旛沼周辺とを自動車、自転車、船、

バス、鉄道といった多様なルートを整備することで

二つの核をつなぎ、滞在時間の延長を図ります。 

自動車：田町バイパスの早期開通に向け関係機関に

要請します。 

自転車：サイクリングロードとレンタサイクルの充

実を図ります。 

船 ：観光船の航路延伸並びに船着き場の整備を

行います。 

バ ス：バス事業者と連携しながら、バス路線の拡

大や増便を検討します。 

鉄 道：仮設江原台駅の研究を行います。 

取組４ 

消費や投資を促進する

景観整備 

城下町地区周辺における空き店舗対策と連携し、消

費や投資に結び付くよう環境の整備を進めるととも

に、歴史的な景観の保存に努めます。また、道路の

美装化や新図書館の景観への配慮等の城下町のイメ

ージを損なわない空間作りや、景観等に係る支援制

度の創設を検討します。 

取組５ 

MaaS 導入の検討 

多様なルートを、ICT を活用し、観光客が利用しや

すい環境を整備するため、MaaS の導入について検

討します。 

取組６ 

ターゲットごとの体験

プログラムの開発 

ターゲットごとのニーズに合わせた様々な体験プロ

グラムを開発します。 

体験プログラム例：歴史体験、自然体験、農業体験、

スポーツ体験、癒し体験、食の体験、工芸体験 
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取組７ 

新図書館を核とした回

遊性の向上 

城下町地区に新しく整備される図書館を起点に、来

館者が城下町地区周辺（国立歴史民俗博物館・佐倉

城址公園・ひよどり坂・武家屋敷等）を回遊する仕

組みを検討します。 

取組８ 

印旛沼周辺施設のネッ

トワーク化 

ふるさと広場を印旛沼周辺の観光拠点とし、草ぶえ

の丘、市民の森、サンセットヒルズ、野鳥の森、岩

名運動公園をネットワーク化し、ウォーキングや森

林浴など自然環境を生かした周遊ルートを策定しま

す。 

取組９ 

アルベルゴ・ディフー

ゾを参考にしたまちづ

くりの検討 

（城下町地区） 

城下町地区一帯をホテルの敷地と見立てて、古民家

や空き家を活用し、地域の活性化を図る取組を検討

します。 

 

 

施策（３）快適なまち歩き空間の創出 

 快適なまち歩き空間の実現を図るため、パーク＆ライドや一方通行化等の交

通規制等を研究し、観光客並びに市民の安全確保に向けた取組を推進します。 

また、観光客が快適に観光を楽しめるように、観光案内所や観光案内看板の

充実を図るとともに、気軽にまた安全に市内を周遊できるよう観光インフラを

整備します。 

 

取組 取組内容 

取組１０ 

歩いて巡るための 

環境整備 

観光客だけでなく市民も歩いて巡ることが楽しみと

なるような、安全で歩きやすい空間整備と動線整備

を検討します。 

取組１１ 

駐車場の整備と有料化

の研究 

田町、御三階、美術館前等の各駐車場について、観

光客が利用しやすい駐車場となるよう整備の検討を

行います。また、持続可能な観光の促進のため、各

駐車場の有料化について研究します。 
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取組１２ 

パーク＆ライドの研究 

パーク＆ライドにより、城下町周辺への観光客によ

る自動車の乗り入れを制限するなど、観光客と市民

の安全確保について研究します。 

取組１３ 

新町通りにおける交通

円滑化方策の研究 

観光客と市民の安全を確保するため、一方通行化の

実現性や歩行者天国の実施可否など、交通円滑化に

ついて研究します。 

取組１４ 

観光案内所の充実 

観光客のニーズに合わせ、様々な観光情報を提供で

きるよう機能の充実を図ります。また、訪日外国人

観光客への外国語対応などの充実を図ります。 

取組１５ 

観光案内看板の充実 

訪日外国人を含めた観光客に対し適切な案内を行う

ため、多言語での標記など、観光案内看板の充実を

図ります。また、不要な看板は撤去し選択と集中を

図ります。 

取組１６ 

公衆トイレの整備 

観光客が周遊する城下町地区周辺に気軽に利用でき

る清潔感のある公衆トイレを整備します。 

取組１７ 

ポケットパーク等の整

備検討 

観光客が周遊する城下町地区周辺に観光客や市民が

気軽に利用できる休憩スペースの整備を検討しま

す。 

取組１８ 

駅前環境の整備検討 

城下町地区の玄関である JR佐倉駅と京成佐倉駅の

駅前について、「となりの観光地・佐倉」を感じら

れるような環境整備を検討します。 
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施策（４）その他消費拡大策 

  「佐倉 Y.M.O.プロジェクト（Y：大和芋、M：味噌、O：お茶）」で開発さ

れた商品・メニューをはじめ、佐倉ならではの食や土産品、伝統工芸品等を活

用して、観光消費を拡大します。また、旧今井家住宅や旧平井家住宅に加え、

草ぶえの丘に隣接する旧増田家住宅の活用を検討します。 

 

取組 取組内容 

取組１９ 

「Y.M.O.」の活用 

観光関係機関・事業者と連携を図りながら、

「Y.M.O.」のブランド確立に向けた PR や取扱店舗

の拡大に向けた取組を促進します。 

取組２０ 

新たな食事・菓子商品

や土産品の開発 

観光関係機関・事業者と連携を図りながら、新たな

名物が生まれるよう、食事・菓子メニューや土産品

の商品開発を促進します。 

取組２１ 

伝統工芸の調査・研究 

市内にある伝統工芸品の調査・研究を行い、優れた

工芸品を PR し、伝統工芸品を観光資源としてのブ

ランド化を図ります。 

取組２２ 

旧増田家住宅の活用検

討 

城下町地区の古民家に加え、草ぶえの丘に隣接する

旧増田家住宅について、飲食、宿泊、物販等の消費

を促す施設への活用を検討します。 

また、旧増田家住宅隣接の広場について、グランピ

ング＊15施設等を含め有効活用策を検討します。 

取組２３ 

ホテル誘致の可能性研

究 

駅周辺にシティホテル、印旛沼周辺にリゾートホテ

ルの誘致の可能性について研究します。 
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基本方針② 明確なターゲット戦略                    

 

施策（１）まちのとなり 

 市内西部地区をはじめ、市の観光資源が認知されていない地区の市民をター

ゲットにした施策を実施します。また、近隣の 160 万人＊16を超えるマーケッ

トをターゲットにした施策も実施し、誘客を図ります。 

 

取組 取組内容 

取組２４ 

市内西部地区をはじめ

とする市民への情報提

供 

広報誌や SNS 等を活用し、市内西部地区をはじめ

とする市民向けの PR 活動を強化します。 

取組２５ 

近隣市民に向けた PR

活動の促進 

地域新聞や SNS 等を活用し、近隣市民（千葉市・

成田市・富里市・八千代市・四街道市・印西市・八

街市・酒々井町）向けの PR 活動を強化します。 

取組２６ 

近隣から市内へのバス

ツアーの誘致 

バス会社や旅行会社と連携し、近隣市民向けの市内

バスツアーを誘致します。 

 

 

施策（２）都心のとなり 

  都内在住者・在勤者・在学者などの大きなマーケットをターゲットにした施

策を実施し、誘客を図ります。 

 

取組 取組内容 

取組２７ 

企業研修、大学のサー

クル・ゼミ合宿、スポ

ーツ合宿等の誘致 

草ぶえの丘やサンセットヒルズ、岩名運動公園等に

おいて、企業の研修や大学の合宿向けのプランを企

画するとともに、企業や大学へのダイレクトメール

や直接訪問による営業を行います。 
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取組２８ 

東京 23区内における

PR イベントへの参加

等の促進 

東京 23区内における PR イベントに積極的に参加

し、ターゲットに対する直接的な PR を行います。

また、23区と連携したパンフレットの配架等を促

進します。 

取組２９ 

日本遺産「北総四都市

江戸紀行」と一体とな

った PR 活動 

千葉県及び構成４市でのプロモーション活動を強力

に推し進め、認知度の低い日本遺産並びに佐倉市を

PR し、観光客の誘客を図ります。 

 

 

施策（３）成田空港のとなり 

日本最大の国際空港である成田国際空港の利用者（特に訪日外国人）をター

ゲットにした施策を実施し、誘客を図ります。 

 

取組 取組内容 

取組３０ 

市の特性にあった国・

地域の特定 

国や地域によって滞在日数、旅行形態、観光嗜好や

所得等が異なることから、市の観光資源や立地、ア

クセス等の特性にあった国や地域をターゲットとし

て特定します。 

取組３１ 

施策３０において特定

した国・地域への重点

的な PR 活動 

施策３０において特定した国や地域に対し、ICT を

活用した情報発信や商談会における旅行会社やラン

ドオペレーター＊17への直接営業等を実施します。 

取組３２ 

市内、成田、千葉等の

宿泊事業者との連携 

市内のみならず成田市及び千葉市等の宿泊事業者と

連携した商品開発や PR 活動を行います。 

取組３３ 

市内、成田、千葉等の

交通事業者との連携 

JR 東日本や京成電鉄といった鉄道会社、バス会

社、LCC＊18を含む航空会社、NEXCO 等の交通事

業者と連携し、共同企画や共同イベントを開催する

など、更なる観光客の誘客を図ります。 
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取組３４ 

訪日外国人の受入環境

の整備 

観光施設における多言語化や案内の外国語対応を推

進します。また、観光スポットにおける無料 Wi-Fi

の整備や店舗におけるキャッシュレス対応を促進

し、訪日外国人の受入環境を整備します。 

取組［再掲］ 

日本遺産「北総四都市

江戸紀行」と一体とな

った PR 活動 

千葉県及び構成４市でのプロモーション活動を強力

に推し進め、認知度の低い日本遺産並びに佐倉市を

PR し、観光客の誘客を図ります。 

 

 

施策（４）観光客の動向把握 

 来訪者の観光動向を新たな手法で把握し、データ分析により特定された各タ

ーゲットのニーズ特性に合わせたモデルコースや体験プログラムを設定し、効

果的なプロモーションを推進します。 

 

取組 取組内容 

取組３５ 

関係機関と連携した継

続的な情報収集 

イベント開催時のアンケートだけでなく、各施設で

のアンケート等の手法を構築します。また、GPS

機能により蓄積されるビッグデータ＊19等を活用

し、来訪者の観光動向などを把握します。 

取組３６ 

収集した観光客動向デ

ータの分析 

収集した来訪者の観光動向などを分析し、ターゲッ

トに応じた誘客の手法を検討します。また、分析に

基づき、定期的に施策やターゲットの見直しを行い

ます。 

取組３７ 

ターゲットごとのモデ

ルコースの設定 

ターゲットごとのコース及びプランの開発を行いま

す。 

個人：市民、近隣市民、都民 

団体：企業、学校、スポーツ団体等 

訪日：欧米豪、東アジア、東南アジア 
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取組 [再掲] 

ターゲットごとの体験

プログラムの開発 

ターゲットごとのニーズに合わせた様々な体験プロ

グラムを開発します。 

体験プログラム例：歴史体験、自然体験、農業体験、

スポーツ体験、癒し体験、食の体験、工芸体験 

 

 

基本方針③ 観光客来訪のシステム化                   

 

施策（１）誘客、リピートのシステム化 

  近隣市や都内、成田国際空港から、定期的に誘客できる仕組みや来訪者が繰

り返し訪れる仕組みを構築します。また、リピーターの増加を目的にチューリ

ップフェスタなどの定例イベントをより充実させるとともに、各観光施設の

来場者データによる顧客管理を徹底するなど、リピーターを増やす仕掛けづ

くりを行います。 

 

取組 取組内容 

取組 [再掲] 

企業研修、大学のサー

クル・ゼミ合宿、スポ

ーツ合宿等の誘致 

草ぶえの丘やサンセットヒルズ、岩名運動公園等に

おいて、企業の研修や大学の合宿向けのプランを企

画するとともに、企業や大学へのダイレクトメール

や直接訪問による営業を行います。 

取組３８ 

成田空港トランジット

&ステイプログラムへ

の参画検討 

成田空港トランジット＆ステイプログラムへの参画

を検討し、年々増加している訪日外国人のショート

ツアーの本市への誘客を図ります。 

取組３９ 

千葉国際コンベンショ

ンビューローと連携し

たアフターコンベンシ

ョン誘致 

日本最大級のコンベンション施設である幕張メッセ

に来場する方々に向け、アフターコンベンションと

して本市を訪れるコースを設定し、観光客の誘客を

図ります。 
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取組４０ 

定例イベントの充実 

チューリップフェスタをはじめとする定例イベント

に新しい企画を追加するなど、更なる充実を図るこ

とにより来場者や消費額の増加を図ります。 

取組４１ 

施設入場者のリピート

促進 

草ぶえの丘やサンセットヒルズなどの観光施設にお

ける入場者データ管理・分析を行い、観光客のリピ

ートの促進を図ります。 

 

 

施策（２）ニューツーリズムの促進 

旅行目的の多様化により、サイクルツーリズムやグリーンツーリズム等の新

たな観光スタイルが次々と出現・伸展しています。これらのニューツーリズム

を積極的に取り込み、佐倉の観光資源と融合させることで、佐倉の新しい魅力

を創出し、誘客を図ります。 

 

取組 取組内容 

取組４２ 

フラワーツーリズムの

促進 

ふるさと広場をフラワーツーリズムの拠点として整

備することを検討します。また、市内各所の花の名

所をフラワーフェスタと連携し、フラワーツーリズ

ムを促進します。 

取組４３ 

サイクルツーリズムの

促進 

ふるさと広場をサイクルツーリズムの拠点として整

備し、周辺のサイクリングロードや案内看板の整

備、レンタサイクルの充実を検討します。また、

「ツール・ド・チバ」等のイベントの誘致に取り組

みます。 

取組４４ 

グリーンツーリズムの

促進 

草ぶえの丘及びサンセットヒルズの農園やシェアハ

ウス等を活用し、グリーンツーリズムを促進しま

す。また、農産物の収穫等の農業体験を新しい観光

と捉え、体験型観光を促進します。 

取組４５ 

スポーツツーリズムの

促進 

岩名運動公園や金メダルジョギングロード、サイク

リングロード等を活用し、各種スポーツを通じた観

光振興を図ります。また、スポーツ合宿の誘致を促

進します。 
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取組４６ 

「聖地巡礼」の促進 

本市に縁のある著名人やアニメ、マンガ、アプリ等

を活用し、観光客の誘客を図ります。 

取組４７ 

エコツーリズムの促進 

野鳥の森、市民の森を活用し、観光客の誘客を図り

ます。隣接するサンセットヒルズや草ぶえの丘をエ

コツーリズムの拠点として整備することを検討しま

す。 

取組４８ 

産業観光の促進 

工業団地内の企業のうち、工場視察の受入可能箇所

をリストアップし、市内や近隣市の小中高生の校外

学習などの素材とします。 

取組４９ 

日本遺産を活用した教

育旅行の促進 

千葉県及び「北総四都市江戸紀行」を構成する４市

との連携を強化し、近隣市及び都内の教育機関をタ

ーゲットに、中高生のフィールドワークの場づくり

や小中学校の校外学習の誘致を図ります。 
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基本方針④ 戦略的な情報発信と営業強化                 

 

施策（1）年間計画の策定 

 市単独で行う情報発信には限りがあるため、県や他自治体、観光協会等と連

携した PR を推進します。また、年間を通じた観光客の来訪を促進するため、

閑散期に集中的に PR を行う期間を設定します。 

 

取組 取組内容 

取組５０ 

県や他自治体、観光協

会等と連携したキャン

ペーン期間の設定 

県や他自治体、観光協会、商工会議所等と連携し、

集中的に PR を行うキャンペーン期間を設定しま

す。 

取組５１ 

繁閑の差を意識したキ

ャンペーン期間の設定 

集客において、特に繁閑の差が大きいふるさと広場

や草ぶえの丘において、閑散期の集客を強化するた

め、集中的に PR を行うキャンペーン期間を設定し

ます。 

 

 

施策（２）ICT を活用した情報発信 

 紙媒体中心の情報発信から、SNS 等の ICT を活用した情報発信への移行を

推進します。「旅まえ」「旅なか」「旅あと」を意識し、適切なタイミングで適

切な観光情報が届く情報インフラの構築を検討します。 

 

取組 取組内容 

取組５２ 

SNS やアプリ、動画

を活用した情報発信の

促進 

フェイスブックやインスタグラム、ツイッター等の

SNSを最大限活用し、多様な観光情報を発信します。

また、動画を制作・PR し、潜在的な観光客の獲得を

目指します。 
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取組５３ 

ホームページの充実 

市及び観光協会との連携により、HP を閲覧した際に

佐倉に行きたくなるような、見やすく、調べやすく、

魅力的なデザインに改善します。また、外国人観光

客向けに多言語への対応を強化します。 

取組５４ 

口コミやブログを活用

した情報発信の促進 

インフルエンサー＊20の協力を得て、本市の魅力を口

コミやブログ、SNS 等で紹介してもらうことで、観

光客の誘客を図ります。 

取組５５ 

SEO 対策を意識した

情報発信の促進 

検索サイトにおいて、本市の魅力が伝わる WEB サ

イトをターゲットに見てもらえるように SEO 対策

を行います。 

 

 

施策（３）ターゲットへの営業強化 

  ICT 等を活用した情報発信だけでなく、ターゲットに対する直接的なアプ

ローチを強化します。宿泊施設や旅行会社等への直接訪問や商談会への参加

を促進します。 

 

取組 取組内容 

取組５６ 

宿泊施設や旅行会社へ

の営業強化 

宿泊施設や旅行会社を直接訪問し、観光情報を提供

します。また、宿泊施設に対しては、パンフレット

の配架を依頼します。 

取組５７ 

ターゲットへの営業強

化 

ターゲットとなる宿泊施設や旅行会社、各種メディ

ア、教育機関等に郵送やメールによる定期的な情報

提供を行います。 

取組５８ 

商談会への積極的な参

加 

県等が主催する国内・海外商談会に積極的に参加

し、宿泊施設や旅行会社等に観光情報を直接提供し

ます。 
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基本方針⑤ 関係機関や市民との連携強化                 

 

施策（１）交通事業者・宿泊事業者等との連携 

交通事業者や宿泊事業者と連携し、観光客の誘致に取り組みます。また、各

事業者と連携し、共同企画や共同イベント等を開催することにより誘客拡大に

努めます。 

 

取組 取組内容 

取組［再掲］ 

市内、成田、千葉等の

宿泊事業者との連携 

市内のみならず成田市及び千葉市等の宿泊事業者と

連携した商品開発や PR 活動を行います。 

取組［再掲］ 

市内、成田、千葉等の

交通事業者との連携 

JR 東日本や京成電鉄といった鉄道会社、バス会

社、LCC を含む航空会社、NEXCO 等の交通事業

者と連携し、共同企画や共同イベントを開催し、更

なる観光客の誘客を図ります。 

取組５９ 

旅行会社との連携 

旅行会社との連携を強化し、旅行やイベント商品の

造成を依頼していきます。また、必要に応じて有料

の観光施設における手数料契約等について検討しま

す。 

 

 

施策（２）市民参画の促進 

市民が住んでいるまちに誇りと愛着を持つことができるよう市民が自ら参

画して楽しめるようなイベントや企画の実施等、市民参画型の観光振興に努め

ます。また、国内外の観光客に対するおもてなしの向上を図りリピーターを増

やすことを目的に、観光客へのおもてなしに関する講座を実施するなど、まち

全体で受入環境の向上に取り組みます。 

 

取組 取組内容 

取組６０ 

市民に向けた観光情報

の提供 

こうほう佐倉、市及び観光協会のホームページ、

SNS、ケーブルテレビ等を通じて、観光情報や市の

観光行政の取組や観光客の状況などの情報を市民に

わかりやすく提供します。 



 

 

- 40 - 

取組６１ 

まちぐるみでの情報発

信の促進 

市民が観光行政に携わることで佐倉の魅力を市民自

ら発信する仕掛けづくりを行います。 

取組６２ 

市民カレッジ等と連携

した観光講座の開催 

市民が自らのまちを案内できるよう、市民カレッジ

等における市民を対象とした観光講座を開催するな

ど、本市に関する知識を増やす機会を提供します。 

取組６３ 

市民のおもてなしマイ

ンドの醸成 

本市へのリピーターを増やすため、接遇の向上や観

光客へのおもてなしに関する講座を実施し、市民の

おもてなしマインドの醸成を図ります。 

取組６４ 

市民参画型観光事業の

促進 

市民が住んでいるまちに誇りと愛着を持つことがで

きるよう、市民が参画できる観光事業を促進しま

す。 

例：イベント時のボランティア、施設整備等 

取組６５ 

観光ガイドの養成 

既存の観光施設ガイドに加え、外国語観光ボランテ

ィアガイドやサイクリングガイド等、幅広いターゲ

ットや年齢層による観光ガイドの育成を図ります。 

取組６６ 

市民イベントへの支援 

市外からの観光客が見込め、話題性が高いと思われ

る市民や団体有志が主催するイベントについて、支

援を行います。 

 

 

施策（３）その他関係機関や民間事業者との連携強化 

  観光協会や商工会議所、行政機関、観光関連事業者、その他補完関係にある

様々な民間事業者と連携し、新たな観光施策やイベント企画を打ち出すこと

で観光振興を図ります。 

 

取組 取組内容 

取組６７ 

観光協会、商工会議所

との連携強化 

観光協会や商工会議所との連携を強化し、新たな観光

施策やイベント等の共同企画を実施することで、オー

ル佐倉による観光振興を目指します。 
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取組６８ 

他行政機関との連携強

化 

国、県、周辺自治体、広域の協議会（日本遺産活用協

議会、北総観光連盟＊21等）と連携した施策を実施

し、広域での誘客を図ります。 

取組６９ 

その他関係機関との連

携強化 

国立歴史民俗博物館や DIC川村記念美術館等の市内外

の文化施設、千葉国際コンベンションビューロー等の

市内外の観光関連事業者と連携した施策を実施し、観

光振興を図ります。 

取組７０ 

直営施設における指定

管理者制度の活用検討 

本市の施設管理を、民間の能力を活用し、サービスの

向上と経費節減を図ることを目的とした、指定管理者

制度の活用を検討します。 

取組７１ 

民間活力を最大限活用

した施設管理方式の検

討 

新たな観光資源を開発するため、市の施設や土地を民

間に賃貸し、民間の自由なアイデアや運営ノウハウの

活用により、市の費用負担を減らし、収益を上げるス

キームの導入を検討します。 

 

 

 

 

 

 

＊15 「Glamorous」と「Camping」を掛け合わせた造語。ホテル並みの設備やサービス

を利用しながら、自然の中で快適に過ごすキャンプのこと。 

＊16 千葉市・成田市・富里市・八千代市・四街道市・印西市・八街市・酒々井町の合計。

資料 23 参照。 

＊17 旅行会社の依頼を受け、旅行先のホテルやレストラン、ガイドやバス・鉄道などの手

配・予約を専門に行う会社。 

＊18 「Low Cost Carrier」の略称。効率的な運営により低価格の運賃で運航サービスを提

供する航空会社のこと。 

＊19 インターネットの普及や、コンピューターの処理速度の向上等に伴い生成される、大

容量のデジタルデータのこと。 

＊20 世間に与える影響力の大きい行動をする人。 

＊21 千葉県北東部 6 市町の観光部署と観光協会で構成する観光団体。 



 

 

- 42 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧堀田邸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印旛沼サンセットヒルズ 
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戦略的重点取組 
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5－1 戦略的重点取組の考え方 

 

  本グランドデザインの計画期間 12 年間を 4 年毎の 3 フェーズに分け、優先

度の高さにより各フェーズの戦略的重点取組として位置づけます。 

  【フェーズ１】の戦略的重点取組は次の通りとし、それ以降の【フェーズ２、

３】については、各取組の進捗状況及び社会経済情勢の変化を鑑み、別途定め

ることとします。 

 

 

 

5－2 戦略的重点施策【フェーズ１】 

 

  最も優先度の高く短期的に実施する必要性が高い取組を、次のとおり【フェ

ーズ１】と位置づけ、4 年間の事業スケジュールを定めて重点的に進行管理を

行います。 

 

【フェーズ１】 

   基本方針① 観光消費を喚起する取組推進 『観光 Wコア構想』 

         ・古民家の有効活用（城下町地区） 

         ・ふるさと広場の拡張検討（印旛沼周辺） 

         ・二つの核をつなぐ多様なルートの整備 

         ・消費や投資を促進する景観整備 

         ・ターゲットごとの体験プログラムの開発 

         ・新図書館を核とした回遊性の向上 

         ・「Y.M.O.」の活用 

   基本方針② 明確なターゲット戦略 

         ・市西部地区をはじめとする市民への情報提供 

・近隣市民に向けた PR 活動 

西暦 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

令和 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

フェーズ１

フェーズ２

フェーズ３

第５章 戦略的重点取組 
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・企業研修、大学のサークル・ゼミ合宿、スポーツ合宿等の 

誘致 

         ・東京 23区内における PRイベントへの参加等の促進 

         ・市内、成田、千葉等の宿泊事業者との連携 

         ・市内、成田、千葉等の交通事業者との連携 

   基本方針③ 観光客来訪のシステム化 

         ・企業研修、大学のサークル・ゼミ合宿、スポーツ合宿等の 

誘致［再掲］ 

         ・フラワーツーリズムの促進 

         ・サイクルツーリズムの促進 

          ・グリーンツーリズムの促進 

・スポーツツーリズムの促進 

・「聖地巡礼」の促進 

   基本方針④ 戦略的な情報発信と営業強化 

         ・県や他自治体、観光協会等と連携したキャンペーン期間の 

設定 

         ・繁閑の差を意識したキャンペーン期間の設定 

         ・SNS やアプリ、動画を活用した情報発信の促進 

         ・ホームページの充実 

         ・旅行会社や宿泊施設への営業強化 

         ・商談会への積極的な参加 

   基本方針⑤ 関係機関や市民との連携強化 

         ・市内、成田、千葉等の宿泊事業者との連携［再掲］ 

         ・市内、成田、千葉等の交通事業者との連携［再掲］ 

・市民参画型観光事業の促進 

         ・観光協会、商工会議所との連携強化 

・他行政機関との連携強化 

・その他関係機関との連携強化 

 

 

【フェーズ２】【フェーズ３】 

   本グランドデザインにおける各取組の進捗状況及び社会経済環境の変化

を鑑み、【フェーズ２】は、令和 5 年度（2023 年度）、【フェーズ３】は、令

和 9 年度（2027 年度）に別途定めることとします。 
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国立歴史民俗博物館 
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第６章 
 

 

 

 

 

 

グランドデザインの実現に向けて 
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6－1 推進体制 

 

観光振興の推進は行政だけの対応で出来るものではなく、市・観光協会・商

工会議所・観光関連企業・関連団体・市民が課題を共有し、各々の役割を認識

し、協働と連携により取組まなければなりません。       

 

 

                            

   

            

 

 

 

 

                     

 

 

                   

 

  

                 

 

 

              

 

 

 

 

 

市民 

郷土に誇りと愛着を持ち 

まちづくりに参加・発信 

佐倉市 

各主体との連携による取組 

各主体の事業の支援 

観光振興 

協力・連携 

国・県の施策 

観光関連事業者・団体 

観光促進事業の実施 

観光振興施策への協力 

商工会議所 

観光振興施策への協力 

観光と他産業との調整 

観光協会 

観光振興に関する事業実施 

関係者との連携・調整 

第６章 グランドデザインの実現に向けて 
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6－2 役割分担 

 

  本グランドデザインを推進するに当たり、市の役割と各主体に期待する役割

を次のとおり位置付けます。 

 

 

（１）市の役割 

  庁内の関係部署間の連携を図るとともに、国や県、近隣市町村や関連団

体、民間事業者、市民との協働による取組や調整を行い、本グランドデザ

インに基づく施策の推進を行います。 

また、観光振興を図る上で必要となるインフラの整備を推進します。 

 

 

（２）観光協会の役割 

 本市の観光振興を推進する中心的な存在として位置付け、市との連携

により、商工会議所や民間事業者、また、市民団体等と連携及び調整を図

りながら、情報収集や発信、誘客に向けた活動等の具体的な観光事業を実

施します。 

 

 

（３）商工会議所の役割 

 商工事業者との調整役として、市や観光協会が実施する観光振興施策

に協力し、市内の産業の発展に努めます。 

 

 

（４）観光関連事業者・団体の役割 

 農業・工業・商業等の魅力が観光資源となることから、各々が持つ魅力

の向上に取り組むとともに、観光との関連性を強化し、本市の魅力向上に

努めます。 

 

 

（５）市民の役割 

    市民それぞれの立場で郷土に誇りと愛着を持ち、本市を訪れる観光客

に対し、おもてなしマインドを発揮し、市民一人ひとりが観光まちづくり

に参加と協力をします。 
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6－3 進捗管理 

 

  グランドデザインの実現に向け、施策を計画的に実施するにあたり、進行管

理を行います。進行管理については継続的な PDCA サイクルにより、各施策

の進捗状況の把握や評価を実施し、計画の見直しや改善を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊23 観光協会、商工会議所との定期的な会議及び産業振興推進会議において評価します。 

 

 

6－4 数値目標 

 

数値目標は、これまで各種計画の指標となっている観光入込客数を設定しま

す。数値はフェーズごとに測定し、結果を次フェーズの計画に反映するものと

します。なお、今後、観光消費額もしくは観光消費単価について、測定方法を

研究し、数値目標に掲載する予定です。 

 

 評価年＊24（年） 観光入込客数（人） 

【基準年】＊25 令和 1（2019） 147.0 万 

フェーズ１（年 1％UP） 令和 5（2023） 154.5 万 

フェーズ２（年 1％UP） 令和 9（2027） 160.8 万 

フェーズ３（年 1％UP） 令和 13（2031） 167.3 万 

 

＊24 1 月 1 日から 12 月 31 日の暦年とする。 

＊25 第 5 次佐倉市総合計画の基準値と同一とする。 

PLAN 計画 
 

現状把握 ⇒ 目標設定 

DO 行動 

体制と環境整備 

⇒ 具体的展開 

ACTION 改善 
 

修正改善提案 ⇒ 目標設定 

CHECK 評価＊23 
 

達成度の確認  

    ⇒ 達成度の評価 
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資料編 
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7－1 日本の現状 

  

（１）観光客の動向（日本人国内旅行の推移、訪日外国人観光客の推移） 

 

資料 1 日本人国内宿泊旅行延べ人数と国内日帰り旅行延べ人数の推移 

国内日帰り旅行者数は、2015 年から右肩上がりで増加してきたが、2018 年

は、6 月から 9 月の旅行シーズンにおいて豪雨、地震、台風、猛暑により宿泊、

日帰り旅行ともに減少し、特に日帰り旅行の減少が大きかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」 

 

資料 2 日本人国内旅行消費額の推移 

2018 年の日本人国内旅行消費額は、延べ人数の減少により宿泊旅行及び日帰

り旅行ともに減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」 

15.0 15.4 13.9 15.8 16.0 16.4 15.8 

4.4 4.8 
4.5 

4.6 4.9 5.0 4.7 

0.0
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（兆円）

宿泊旅行 日帰り旅行

31,555 
32,042 

29,734 

31,299 

32,566 32,333 

29,105 

29,720 
31,053 

29,788 
29,173 

31,542 
32,418 

27,073 

25,000 

27,000 

29,000 

31,000 

33,000 
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宿泊旅行 日帰り旅行

第７章 資料編 
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資料 3 訪日外国人旅行者の推移 

2018 年の訪日外国人旅行者数は、対前年比 8.7％増で過去最高となる 3,119

万人となり、初めて 3,000 万人を突破し、2020 年の目標 4,000 万人に向け堅調

に推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：日本政府観光局「訪日外客数」 

 

資料 4 訪日外国人旅行者の旅行消費額の推移  

訪日外国人旅行者数の増加に伴い、訪日外国人旅行者による旅行消費額も拡

大を続けており、2018 年には 4 兆 5,189 億円と 2012 年の 4.2 倍に拡大した。

特に娯楽サービス費の拡大が 5.9 倍と突出している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」 

 

836 
1,036 

1,341 

1,974 

2,404 

2,869 
3,119 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

（万人）

2012年 2018年
（平成24年） （平成30年）

（万人） （万人） （万人）
836 3,119 2,283

（億円） （億円） （億円）
10,846 45,189 34,343

　　宿泊費 3,713 13,212 9,499 3.6
　　飲食費 2,229 9,783 7,554 4.4
　　交通費 1,179 4,674 3,495 4.0
　　娯楽サービス費 293 1,738 1,445 5.9
　　買物代 3,406 15,763 12,357 4.6

3.7

4.2

倍増加幅

訪日外国人旅行者数

訪日外国人旅行消費額

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
（平成24年） （平成25年） （平成26年） （平成27年） （平成28年） （平成29年） （平成30年）

1兆846億円 1兆4,167億円 2兆278億円 3兆4,771億円 3兆7,476億円 4兆4,162億円 4兆5,189億円訪日外国人旅行消費額

年
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（２）旅行目的の多様化による新たな観光スタイルの出現 

 

資料 5 新たな観光スタイル 

 観光庁では、国内外の観光客に新たな地域への来訪動機を与え、地方誘客を図

ることを目的に、平成 28 年度より「テーマ別観光による地方誘客事業」に取り

組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁 WEB サイトをもとに（公財）日本交通公社作成 

 

資料 6 希望する国内旅行の種類の比較（1998年・2015 年） 

従来の物見遊山の観光旅行から目的やテーマを持った旅行へとマーケットニ

ーズが変化してきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁平成 30 年版観光白書 

 

百年料亭

2018年

Industrial Study Tourism （産業訪問）
ONSEN　・　ガストロノミーツーリズム

郷土食探訪～フードツーリズム
宙ツーリズム

ロケツーリズム

2017年

アニメツーリズム
古民家等の歴史的資源

サイクルツーリズム
全国ご当地マラソン

日本巡礼文化発祥の道
忍者ツーリズム

2016年

エコツーリズム
街道観光

酒蔵ツーリズム
社寺観光　巡礼の旅

明治日本の産業革命遺産

人気テーマ

「 

新しいツーリズム 

エコツアー 

世界遺産巡り 

ロングステイ 

ホテルステイ 

武将観光 

産業遺産観光 

アニメツーリズム 

農業体験 

ジオツーリズム 

環境にやさしい 

都市観光 

町並み散策 

温泉旅行 
自然観光 

グルメ 
歴史・文化観光 
テーマパーク 
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資料 7 ニューツーリズムに対する関心度 

ニューツーリズムに対する関心度は年々増加しており、特に健康に志向に関

するニーズが高く、次にエコツーリズムが続き、また、最近では産業ツーリズム

（産業観光）に対する意識が高くなってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       資料：千葉銀行 
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スポーツツーリズム
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あまり興味なし

まったく興味なし

わからない
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資料 8 サイクルツーリズムの高まり 

国土交通省は、自転車を活用した観光地域づくりが観光立国となるための要

素として、広域的なサイクリングロードの整備や国際的な大会に対する支援を

している。また、自転車産業振興協会の調査によると、近年はスポーツ車及び電

動アシスト車の販売台数が急増している。 

 

◆自転車保有台数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆車種別販売台数の推移        ◆スポーツ自転車の販売台数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H15 年を 1 とする指標）     スポーツ車：ロードバイク、マウンテン 

                       バイク、クロスバイク等 

                  資料：（公財）自転車産業振興協会 
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資料 9 農志向の高まり 

都市化の進展や人々の価値観の多様化に伴い、都市住民等から市民農園の需

要が高まり、農作業を初めて経験する人に栽培指導や道具の貸出し、都市住民と

の交流を図る農園も増えてきている。 

形態としては、都市住民が自宅から通う日帰り型と宿泊可能な施設を備えた

滞在型の市民農園（クラインガルテン）がある。 

 

◆市民農園開設数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「市民農園をめぐる状況」 

 

 

◆市民農園数（東京都・神奈川・埼玉・千葉） 

 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

東京 500 475 477 466 

神奈川 570 589 635 667 

埼玉 214 210 213 218 

千葉 88 90 92 96 

資料：農林水産省「統計データ」 
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（３）SNS をはじめとする ICT の普及 

 

資料 10 SNS 利用者数・SNS 利用率の推移 

日本国内における SNS の利用者は年々増加しており、2018 年末には 7,523

万人に達し、国内ネットユーザーの約 75％が SNS を利用している。また、SNS

利用者は、10～20 代の若年層が多かったが、最近では 40～60 代以上の年齢層

にも拡大している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              資料：（株）ICT 総研「SNS 利用動向に関する調査」 

 

資料 11 旅行計画時に最も影響力を与えるコンテンツ 

特定の旅行先に興味を持つ「きっかけ」となるのは、実際の身近な旅行者の

SNS 投稿であり、ホテルやリゾート地の選択におけるセレブや著名なインフル

エンサーの影響は小さくなってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              資料：STACKLA「調査レポート」 
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資料 12 旅行などに対するスマートフォンの影響 

スマートフォンの良く使う機能については、メールや電話の利用が減少傾向

にあり、SNS アプリの利用が増加している。SNS で知り得た情報を基に旅行先

やものの購入を決定する等、スマートフォンが交流ツールから情報ツールへと

変化してきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 29年版観光白書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             資料：（株）JTB 総合研究所 
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（４）観光が経済に与える影響の拡大 

 

資料 13 定住人口の減少を旅行者で補うには 

国内の少子高齢化・人口減少社会において、定住人口減少分の経済効果を交流

人口の拡大でカバーするには、訪日外国人旅行者 8 人分、国内旅行者では 25 人

分、日帰りの国内旅行者では 80 人分が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 14 旅行消費が国内にもたらす産業別経済効果（2017年） 

 訪日外国人旅行者を含む観光客の消費行動は、日本全体のマクロの消費動向に

も大きなインパクトをもたらすようになってきている。また、観光産業のみなら

ず他産業への雇用誘発効果にも繋がっている。 

 

資料：観光庁「旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究」 

小売業 1.79兆円
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運輸業 6.67兆円旅行サービス業 1.70兆円

小売業 2.96兆円

55.2兆円
食料品産業 4.4兆円

農林水産業 1.25兆円 旅行サービス業 2.35兆円

宿泊業 4.87兆円

飲食店業 4.02兆円

運輸業 8.19兆円

472万人
小売業 58.7万人

食料品産業 21.3万人

農林水産業 50.9万人 旅行サービス業 15.5万人

宿泊業 52.0万人

飲食店業 78.9万人

運輸業 43.0万人

旅行消費額

生産波及効果 雇用誘発効果

定住人口 ＝ 1 億 2,679 万人 

1 人当り年間消費額 ＝ 125 万円 
定住人口 1 人減少  

訪日外国人 4.4 兆円 

2017 年 7 月 1 日現在人口推定（総務省）、2017 家計調査（総務省） ▲125 万

円  
旅行消費額  

2,869 万人  
2017 年 JNTO 発表数値 

訪日外国人旅行者 

1 人 1 回当り消費額 

15 万 3,921 円 

国内旅行 21.1 兆円 

国内旅行者（宿泊+日帰） 

6 億 4,809 万人 

内宿泊旅行 16.1 兆円 

内日帰旅行  5.1 兆円 

内宿泊旅行 3 億 2,572 万人 

内日帰旅行 3 億 2,236 万人 

国内旅行 1人 1回当り消費額 

宿泊旅行 4 万 9,625 円 

日帰旅行 1 万 5,602 円 

2017 年消費動向調査（観光庁） 

訪日外国人旅行者 8 人分   

国内旅行者(宿泊) 25 人分   

国内旅行者(日帰) 80 人分   

又は  

又は  

資料：観光庁 
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資料 15 訪日外国人旅行消費と製品別輸出額との比較 

 貿易統計データと訪日外国人旅行消費額の規模感を比較すると、その消費額は、

半導体電子部品を超えており、既に観光は日本の主要輸出産業の一つとなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：財務省「貿易統計」、観光庁「訪日外国人消費動向調査」 

をもとに観光庁作成 
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（５）コト消費の高まり 

 

資料 16 日本人のコト消費の傾向 

 時代・社会の移り変わりにより、人々の価値観が、豊かな経験や体験を積み重

ねて日々を充実させたいという、モノではなくコトが生活ニーズを叶えられる

という考え方に変化してきている。 

   

資料：ジェイアール東日本企画（2015 年調査） 

 

資料 17 訪日外国人旅行者のコト消費の高まり 

訪日外国人の関心が多様化し、様々な「コト」消費への関心が高まり、三大都

市圏から地方を訪れる訪日外国人が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」、日本政府観光局「訪日外客数」 

16%

30%

14%20%

34% 30%
49%

7%

43%

7%
15%

38%

20%

30% 33%30%

あてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

あてはまらない あてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまら

あてはまらない
あてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

あてはまらない

あてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

あてはまらない

欲しいものがパッと浮かばない
即答できない

家に物が溢れていて
これ以上物を増やしたくない

欲しいものがあるが
今すぐに買いたいと思わない

欲しいものがあるが
買うために金欠になりたくない

あてはまる 50.1％ あてはまる 52.1％ あてはまる 69.3％ あてはまる 76.0％

モノからコトへのシフト

宝くじで100万円当たったら最も優先順位の高い使い道は？ 習い事・資格取得・留学など
【学び】に費やすのは有益だ

エステ・ジムなど身体のメンテ
ナンスに費やすのは有益だ

①欲しいものを買う（服・バッグ・時計など）
②行きたい場所に行く（旅行など）

③学びたいことを学ぶ（習い事、資格取得など）

④身体のメンテナンス（エステ・ジムなど）
⑤美味しいものを食べる

⑥貯蓄や未来への蓄え

⑦生活の足しに
⑧その他

旅行・習い事・ジム・食事など

【コト】に関する使い道 40.6％

7%

11%

3%

45%30%

25%

8%

18%

47%

2%

30%

10%

32% 24%

16%

6%

①

②

③
⑤

④

⑧

⑥

⑦
あてはまる

あてはまる

ややあてはまる
ややあてはまる

あまりあて

はまらない

あまりあて

はまらない

あてはまらない あてはまらない

あてはまる 72.6％ あてはまる 62.6％

453 

950 

1,319 

383 

1,020 

1,800 

0

500

1,000

1,500

2,000

2012年 2015年 2018年

（万人）

三大都市圏のみ 地方部訪問
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資料 18 訪日外国人旅行者の主な「今回したこと」（2018 年） 

観光庁が訪日外国人観光客動向調査の中で「今回したこと」を調査した結果、

2014 年調査で割合が高かったショッピングが減少し、関心の対象が多様化して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁「訪日外国人観光客動向調査」 

 

資料 19 訪日外国人旅行者の娯楽サービス費購入率の推移 

2012 年以降、三大都市圏から地方を訪れる訪日外国人観光客の増加にともな

い、娯楽サービス費が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁「訪日外国人観光客動向調査」 

21.5% 22.0%
23.8%

29.3%
31.6%

35.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

2012 13 14 15 16 17

46.0%

46.2%

48.5%

53.2%

54.2%

54.2%

55.2%

57.7%

58.3%

63.3%

70.6%

71.9%

73.1%

74.1%

75.0%

87.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

テーマパーク

映画・アニメ縁の地を訪問

日本のポップカルチャーを…

舞台・音楽鑑賞

日本食を食べること

治療・検診

ショッピング

日本の歴史・伝統文化体験

スポーツ観戦

自然・景観地観光

旅館に宿泊

四季体験（花見・紅葉・雪）

その他スポーツ

自然・農山漁村体験

温泉入浴

スキー・スノーボード



 

 

- 64 - 

7－2 佐倉市の現状 

  

（１）地域経済循環率が低い 

 

資料 20 地域経済循環図 

本市の地域経済循環率は 70.5％（2013 年）と低く、市内から市外への民間

消費額の流出は 301 億円であり、千葉県平均を大きく下回っている。 

 

自治体 佐倉市 成田市 香取市 千葉県 

地域経済循環率（％） 70.5 125.9 66.6 84.1 

民間消費額における 

地域外からの流出入（億円） 
△301 2,243 467 4,158 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

資料：RESAS（2013 年） 

△301億円 

佐倉市 

成田市 香取市 

2243 

億円 

地域経済循環率 

地域外からの 

流入 
地域外からの 

流入 

地域外への

流出 

民間消費額  民間投資額  その他支出 民間消費額  民間投資額  その他支出 

地域外への

流出 
地域外への

流出 
地域外への

流出 

         民間消費額 民間投資額 その他支出 

地域外への 

流出 

地域外 

からの 

流入 

地域外からの

流入 

地域外から

の流入 

    雇用者所得  その他所得 

第 1 次産業 第 2 次産業 第 3 次産業 

3,500 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0 

4,000 

3,500 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0 

-500 

（億円） （億円） 

4,500 

4,000 

3,500 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0 

（億円） 

70.5% 

分配（所得） 

生産（付加価値額） 支出 
地域外への 

流出 

地域経済循環図 

   2013 年 

845 億

円 

（億円） （億円） 

支出による生産への環流 

3,882 

所得からの支出 

5,510 

所得への分配 

3,882 

地域外 

への 

流出 
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資料 21 観光客の滞在時間が短い 

市内各所における観光客 34,508 人の滞留時間を調査した結果、1 時間未満の

観光客が全体の約 4 割という結果であった。 

 

調査：H29 年（4 月・7 月・10 月） 

                           

     

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※n=34,508 

 

※観光スポット複数個所での滞留時間の合計を滞留時間とした 

（新町通り、ふるさと広場、佐倉城址公園、国立歴史民俗博物館、岩名運動

公園、DIC 川村記念美術館、草ぶえの丘、武家屋敷・ひよどり坂、順天堂

記念館、旧堀田邸、佐倉きのこ園、印旛沼サンセットヒルズ） 

 

 

 

 

 

 

 

観光客滞在時間 人数 構成比 

30 分未満 6,048 17.5% 

30 分以上 60 分未満 7,291 21.1% 

1 時間以上 21,169 61.3% 

合計 34,508 100.0% 

17.5%

21.1%61.3%

観光客滞留時間

30分未満

30分以上60分未満

1時間以上
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（２）立地特性が活かされていない 

   

資料 22 恵まれた立地条件 ＜ロケーション＞ 

本市は、近隣市と併せ人口 150 万人超の成熟したマーケットを有し、また、

大きなマーケットである都心や羽田空港、成田空港からのアクセスも容易な恵

まれた立地特性を有している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 23 恵まれた立地条件 ＜人口＞ 

本市周辺市町村の合計人口は 164 万人超であり、またアクセスの良い東京江

東５区の人口は約 258 万人、そして比較的来訪者の多い横浜市と川崎市を合わ

せ、約 528 万人と気軽に訪れることができると想定されるターゲットは豊富と

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2019 年 11 月産業振興課調べ 

成田空港から 

京成電鉄で２０分 

ＪＲ成田線で２０分 

東関東自動車道で３０分 

 

千葉から 

ＪＲ総武本線で２０分 

東関東自動車道で３０分 

 

横浜から 

ＪＲ・京急・京成で９５分 

高速道路で９０分 

 

川﨑から 

ＪＲ・京急・京成で９０分 

高速道路で８０分 

東京から 

ＪＲ・京成電鉄で６０分 

東関東自動車道で６０分 

 

羽田空港から 

京急・京成で９０分 

高速道路で６０分 

 

千葉市 98.05万人 墨田区 25.73万人 川崎市 153.18万人

成田市 13.29万人 江東区 48.86万人 横浜市 374.99万人

富里市 5.01万人 足立区 69.27万人

八千代市 19.78万人 葛飾区 44..44万人

四街道市 9.3万人 江戸川区 69.49万人

印西市 10.10万人 江東５区計 257.79万人

八街市 6.75万人

酒々井町 2.05万人 他特別区計 672.21万人

合計 164.33万人 合計 930.00万人 合計 528.17万人

近
隣
市
町

江
東
５
区
及
び
他
特
別
区

川
崎
・
横
浜



 

 

- 67 - 

資料 24 恵まれた立地条件 ＜DOCOMO データ＞ 

DOCOMO から入手したデータを基に、平成 28 年度に本市を訪問した方々の

国内居住地の分析を行った。本市周辺市町村以外では、東京江東 5 区からの来

訪者が多く、また、比較的交通アクセスが良好な横浜方面からの来訪者が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・訪問者数 ：平成 28 年度 12 か月の月平均の訪問者数 

・年代・性別：15 歳から 79 歳までの男女 

・時間   ：10：00～20：59 

・対象エリア：佐倉市城下町地区 

・属性   ：佐倉居住者除外 

 

H31年4月2日作成　　産業振興課

茨城県 水戸市 155 千葉県 千葉市中央区 2545 東京都 千代田区 42

茨城県 日立市 10 千葉県 千葉市花見川区 2238 東京都 中央区 359

茨城県 土浦市 110 千葉県 千葉市稲毛区 2928 東京都 港区 395

茨城県 石岡市 101 千葉県 千葉市若葉区 4344 東京都 新宿区 366

茨城県 龍ヶ崎市 246 千葉県 千葉市緑区 1610 東京都 文京区 373

茨城県 取手市 254 千葉県 千葉市美浜区 1265 東京都 台東区 394

茨城県 牛久市 168 千葉県 銚子市 504 東京都 墨田区 458

茨城県 つくば市 249 千葉県 市川市 1483 東京都 江東区 566

茨城県 ひたちなか市 10 千葉県 船橋市 5039 東京都 品川区 452

茨城県 鹿嶋市 307 千葉県 館山市 173 東京都 目黒区 257

茨城県 潮来市 88 千葉県 木更津市 434 東京都 大田区 483

茨城県 守谷市 66 千葉県 松戸市 898 東京都 世田谷区 527

茨城県 常陸大宮市 19 千葉県 野田市 419 東京都 渋谷区 239

茨城県 那珂市 73 千葉県 茂原市 640 東京都 中野区 380

茨城県 筑西市 34 千葉県 成田市 11714 東京都 杉並区 463

茨城県 坂東市 47 千葉県 東金市 1198 東京都 豊島区 310

茨城県 稲敷市 299 千葉県 旭市 867 東京都 北区 393

茨城県 かすみがうら市 35 千葉県 習志野市 2734 東京都 荒川区 373

茨城県 神栖市 422 千葉県 柏市 1007 東京都 板橋区 383

茨城県 鉾田市 21 千葉県 勝浦市 104 東京都 練馬区 466

茨城県 茨城町 23 千葉県 市原市 1231 東京都 足立区 488

茨城県 美浦村 39 千葉県 流山市 441 東京都 葛飾区 629

茨城県 阿見町 35 千葉県 八千代市 1776 東京都 江戸川区 883 来訪者居住者（千葉県市町村）別分布図
茨城県 河内町 278 千葉県 我孫子市 644 東京都 八王子市 345

茨城県 八千代町 12 千葉県 鴨川市 97 東京都 立川市 31 H28年度

茨城県 境町 128 千葉県 鎌ケ谷市 695 東京都 武蔵野市 69

3229 千葉県 君津市 391 東京都 三鷹市 222

千葉県 富津市 299 東京都 青梅市 13

埼玉県 さいたま市 285 千葉県 浦安市 479 東京都 府中市 144

埼玉県 川越市 137 千葉県 四街道市 8768 東京都 昭島市 24

埼玉県 川口市 349 千葉県 袖ケ浦市 385 東京都 調布市 209

埼玉県 行田市 10 千葉県 八街市 10529 東京都 町田市 281

埼玉県 秩父市 13 千葉県 印西市 5137 東京都 小平市 31

埼玉県 所沢市 181 千葉県 白井市 825 東京都 日野市 47

埼玉県 加須市 10 千葉県 富里市 5122 東京都 東村山市 14

埼玉県 本庄市 41 千葉県 南房総市 88 東京都 国分寺市 33

埼玉県 東松山市 10 千葉県 匝瑳市 843 東京都 福生市 11

埼玉県 春日部市 219 千葉県 香取市 1853 東京都 狛江市 10

埼玉県 狭山市 87 千葉県 山武市 2594 東京都 東大和市 27

埼玉県 上尾市 43 千葉県 いすみ市 326 東京都 清瀬市 11

埼玉県 草加市 340 千葉県 大網白里市 653 東京都 多摩市 53

埼玉県 越谷市 303 千葉県 酒々井町 6403 東京都 羽村市 12

埼玉県 戸田市 20 千葉県 栄町 1388 東京都 あきる野市 12

埼玉県 入間市 10 千葉県 神崎町 424 東京都 西東京市 104

埼玉県 朝霞市 16 千葉県 多古町 537 11382

埼玉県 和光市 31 千葉県 東庄町 352

埼玉県 新座市 41 千葉県 九十九里町 273 神奈川県 横浜市都 1505

埼玉県 久喜市 44 千葉県 芝山町 517 神奈川県 川崎市 595

埼玉県 北本市 10 千葉県 横芝光町 682 神奈川県 相模原市 184

埼玉県 八潮市 60 千葉県 一宮町 136 神奈川県 横須賀市 125

埼玉県 三郷市 148 千葉県 睦沢町 57 神奈川県 平塚市 52

埼玉県 日高市 10 千葉県 長生村 93 神奈川県 鎌倉市 46

埼玉県 吉川市 36 千葉県 白子町 262 神奈川県 藤沢市 191

埼玉県 三芳町 10 千葉県 長柄町 89 神奈川県 小田原市 51

埼玉県 茂呂山町 11 千葉県 長南町 148 神奈川県 茅ケ崎市 78

埼玉県 吉見町 21 千葉県 大多喜町 40 神奈川県 厚木市 118

埼玉県 宮代町 66 千葉県 御宿町 63 神奈川県 大和市 18

埼玉県 杉戸町 12 千葉県 鋸南町 14 神奈川県 海老名市 31

2574 96798 神奈川県 開成町 10

3004

（人）

※DOCOMOモバイルデータ

H28年度　佐倉城下町地区来訪者市町村別データ
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資料 25 恵まれた立地条件 ＜成田国際空港＞ 

成田国際空港は、世界 118 都市、国内 19 都市と結ばれ（2018 年 7 月現在）、

2018 年に入国した訪日外国人観光客数は 856 万人を超え、また、国内 LCC の

就航に伴い、国内線旅客数も 2017 年には 746 万人を超え、名実ともに日本の空

の玄関口となっている。 

 

  ◆主要空港別入国外国人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：法務省「主要港の入国外国人数」 

 

 ◆成田空港国内線旅客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：成田国際空港株式会社「NRT GUIDE」 
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資料 26 恵まれた立地条件 ＜幕張メッセ＞ 

本市から約 25 ㎞にある幕張メッセでは、国際展示場でのイベント・見本市や

国際会議場での国際会議の開催により、平成 30 年度には訪日外国人を含め、 

約 721 万人の来場者があり、増加傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：株式会社幕張メッセ「利用実績」 
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（３）訪日外国人観光客の来訪が少ない 

 

資料 27 佐倉市内訪日外国人宿泊者数と観光協会来訪者数 

 

◆佐倉市内訪日外国人宿泊者数（2018 年） 

 

 

 

 

 

 

資料：産業振興課作成（市内各ホテル及びゲストハウスよりヒアリング） 

 

◆観光協会訪日外国人来館者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：産業振興課作成（佐倉市観光協会よりヒアリング） 

 

 

 

中国 25,954 シンガポール 61 北米 512

台湾 331 タイ 222 欧州 246

香港 153 マレーシア 83 オーストラリア 120

韓国 337 ベトナム 94 その他 802

28,915合　　　　　　　　　　　計

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

京成佐倉駅前観光案内所 589 715 800 693 717

JR佐倉駅前観光情報センター 323 427 373 472 442

合　　　計 912 1,142 1,173 1,165 1,159
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3.7%

14.1%

24.3%

18.1%

19.2%

14.6%

5.9%
0.2%

アンケート対象者の年代と性別 N=547

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

行ったことがあ

り、知っていた

34%

行ったことはないが、

知っている 24%

行ったことはあ

るが、よく知ら

ない 7%

名前だけ知って

いた 20%

まったく知らな

かった 14%
無回答 1%

「東京スカイツリー」及び「KITTE」における

アンケート結果 N=547

（４）市内外からの認知度が低い 

 

資料 28 都内イベントでのアンケート調査結果 

  平成 30 年度に都内（「東京スカイツリー」及び「KITTE」）で実施したアン

ケートでは、65％の人が「本市を知らない」もしくは「本市に行ったことがない」

と回答し、認知度の低さが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：シティプロモーション（平成 30 年） 
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3%

女性 男性 無回答
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佐倉城址のさくら
佐倉チューリップフェスタ
風車のひまわりガーデン

時代まつり
五月祭

ローズフェスティバル
佐倉城下町菖蒲まつり

佐倉花火フェスタ
臼井ふるさとにぎわい祭

志津まつり
ユーカリフェスタ

佐倉コスモスフェスタ
佐倉の秋祭り

佐倉城下町きもの散歩
佐倉七福神めぐり

にわのわ
まちのわ

市のイベントで好きなものは何ですか。

【あてはまるものすべて選択】N＝369

0 50 100 150 200 250

印旛沼
印旛沼サイクリングロード

佐倉ふるさと広場（オランダ風車）
印旛沼サンセットヒルズ

野鳥の森
佐倉草ぶえの丘

国立歴史民俗博物館
佐倉城址公園

武家屋敷
旧堀田邸（さくら庭園）

佐倉順天堂記念館
佐倉新町おはやし館

佐倉市立美術館
ＤＩＣ川村記念美術館

塚本美術館
ひよどり坂

無回答

市の観光・文化資源で好きなものは何ですか。

【あてはまるものすべて選択】N＝369

資料 29 市民に佐倉市の魅力が伝わっていない 

平成 30 年度に実施した市民意識調査では、市の観光・文化資源やイベントに

ついて、半数以上が好きと答えたものはわずか５つであり、市民に魅力が十分に

伝わっていないことが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                 資料：企画政策課「平成 30 年度市民意識調査」 

半数のライン 

半数のライン 
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（５）観光客の繁閑の差が激しい 

 

資料 30 市内各施設における入込観光客の月別波動 

ふるさと広場は、4 月のチューリップフェスタや 10 月のコスモス等のイベン

ト開催時、草ぶえの丘は、5 月のローズフェスタ開催時や 10 月の幼稚園・保育

園の遠足シーズンに来場者が集中している。 

◆ 佐倉ふるさと広場観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 佐倉草ぶえの丘観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 武家屋敷観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：産業振興課作成 
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（６）民間事業者や関係機関との連携が不足している他 

 

資料 31 意見交換及びヒアリング結果要旨 

１．観光消費について 
・コト消費への対応が必要（芋掘り等の農業体験、着物・侍体験）。 
・1 週間程度滞在するビジネス目的（市内工業団地）の外国人がいる。飲食や体験等の消
費場所があれば、休日は佐倉で遊んでくれる。 

・国立歴史民俗博物館や DIC 川村記念美術館に来ても市内で消費しない。食事場所は良
く聞かれるが、答えるのに困っている。 

・少々高くても地元産の商品（土産品）が売れる。肉や野菜があれば地元の飲食店で使え
る。商品開発や既存商品に対する支援が必要。 

・土産品を売れるような観光拠点や団体客を受け入れられる飲食店が必要（道の駅等）。 
・成田に多くのホテルができた為、外国人観光客の予約は減少傾向。成田に泊まれないと
次は佐倉。佐倉の次は千葉まで宿泊場所が無い。 

・古民家カフェが１軒あっても意味が無い。面にならないとお客さんは増えない。古い建
物が多く、活用すれば近隣市から人が来る。飲食店が一番の近道ではないか（レストラ
ン、BBQ 等）。                               等 

２．ターゲットについて 
・志津、ユーカリ方面をターゲットにすることは良いと思う。上り方面に目がいきがちで、
佐倉のことを知らない人も多い。 

・都心をターゲットにすることは良いと思う。都心で働く千葉県民も多く、そういった人
達を狙うのも良いのではないか。 

・今後も外国人観光客は増える為、取り込むことが必要。特に中国人はこの先も増加する。 
・外国人は個人旅行が増加する。個人旅行は電車やバスを利用する。佐倉にとってはプラ
ス要因。                                  等 

３．情報発信について 
・ポスターやチラシの配布先が偏っている。市外、県外、市内の店舗への配布も検討が必
要。 

・飲食店を含めた佐倉市全体の観光マップが欲しい（「ぐるっとちば」、「るるぶ」等） 
・観光に特化したＨＰが必要（外国語対応、飲食店の掲載等） 
・海外からのお客様は SNS を見て来ている。 
・女性と子供は情報が早い。今は SNS とカーナビの影響で女性が一人で来ることもでき
る。                                    等 

４．連携不足について 
・市役所の中でも意見がバラバラ。まずは庁内で整理した方が良い。 
・様々なマップがあってわかりづらい。各課で連携とれているのか。 
・イベント等において市、観光協会、商工会議所で連携を密にしてほしい。 
・鉄道やバス等の交通事業者との連携が必要（誘客の取組、回遊性・利便性の向上等）。 
・おもてなしが不足している。お客様に楽しんでもらおうという視点が欠けているように
思う（お店の開店日、イベントの日程がわかりづらい。イベント時は、ごみ箱がない、
休憩所が暗い、トイレがわからない等）。 

・資源（観光スポットやイベント等）が面になっていない。繋げる為にも様々な団体で連
携することが必要。 

・市民も観光に参画できる仕組みが必要。                    等 

５．その他 
・高齢者が多いが、駅から遠い為、多くの人は車で来る。駐車場の整備が必要。 
・一過性ではなく、継続的にお客さんを呼び込めるようにしてほしい。 
・チューリップフェスタ等、ふるさと広場でのイベントの開催時は混む。冬場にも何かイ
ベントをやってほしい。 

・景観も重要。せっかく景観条例ができたのに、周知が足りない。事前に相談することを
知らない住民、不動産事業者が多い。 

・景観に関する補助金があれば活用するのではないか。 
・駐車場や空き地の柵を板塀等にして、統一感を持たせる等の工夫が必要。 
・都心部や郊外のような画一的なまちにして良いのか。馬の背の地形などを活かした佐倉
らしいまちづくりが必要ではないか。                     等 
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佐倉城址公園（菖蒲田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印旛沼サイクリングロード 

 


